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Rubyは好きですか？



😍



軽量Rubyで集めたビックデータ 
どのように分析されてますか？



ビックデータについて

• データ量が多い 

• 急速に増える 

• 元となるデータの種類が様々



ビックデータの分析が出来ると
• オススメ商品をレコメンドすることが出来る 

• 電子機器類の測定されたデータから欠陥品を探すこ
とが出来る 

• レントゲンの結果から潜在的な病気を見つけること
が出来る



Rubyでデータ分析が出来るよ
うになると良いと思いませんか



データ分析について

データ抽出

データ集計

データ構築

可視化



データ分析について
• Pandas: Python製のデータ分析用ライブラリ 

• Cassandra: 分散データベース管理システム 

• Spark: 高速でスケーラブルな汎用分散処理エンジ
ン 

• HBase: 列指向、分散データベース

データ分析には複数のシステムを併用して 
使用するケースが多い



システム間のデータ連携
それぞれのシステムでは独自のメモリ構造をもってお
りデータ交換を行う際にCSVなどのファイルや
Parquetと呼ばれるディスク上で列指向でデータを扱
うフォーマットを使うなどして連携されている

システムA システムB



無視の出来ない 
データ交換コスト!!



Apache Arrow
• https://arrow.apache.org/ 

• 2016年の10月に0.1.0がリリース 

• メモリ上でカラム型データを扱うためのフォーマッ
トとアルゴリズム 

• Apache Software Foundationのトップレベルプ
ロジェクト



ロー型とカラム型

ID 商品名 価格 発売日
1 ペン 100 2017/1/1
2 消しゴム 80 2016/11/1

13 定規 30 2010/12/2
5

ロー型 
行でデータを管理

カラム型 
列でデータを管理

ID 商品名 価格 発売日
1 ペン 100 2017/1/1
2 消しゴム 80 2016/11/1

13 定規 30 2010/12/2
5

• カラム型は列単位でデータを格納することで格納されたデータ
は同じ型のため圧縮効率が良い 

• 列で集計をしたい場合などに他の列を参照しないのでロー型よ
りも余分なデータを参照しないため早い
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Fast
• 最新のプロセッサに含まれるSIMD (Single 
Instruction/Multiple Data)を使用することが出来
る 

• カラム型のデータを扱えることでCPUキャッシュ
を効率よく使用することが出来る 

• コピーなしでデータを読み込むZeroCopyをサポー
ト



Apache Arrowの特徴

• Fast 

• Flexible 

• Standard



Flexible
• Java, C, C++, Pythonなど各種言語から扱うこと
が出来るのArrow対応したシステムを柔軟に扱うこ
とが出来る 

• 他の言語に関しても対応は進められている
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Standard
• Calcite, Cassandra, Drill, Hadoop, HBase, Ibis, 
Impala, Kudu, Pandas, Parquet, Phoenix, 
Spark, Stormの13のビックデータ関連プロジェク
トの開発者が参加 

• ApacheIncubatorが省略されたApache Software 
Foundationのトップレベルプロジェクト



Apache Arrowがない時



Apache Arrowがある時



Apache Arrowに対応することで必要な部分から
Rubyを使ったデータ分析をはじめることが出来る

• Rubyで集めたデータをArrowに対応している
PandasやSparkに連携し分析した結果をRubyで
受け取ってRailsを使ったwebアプリで可視化 

• PandasやSpark部分を徐々にRubyへ移行するこ
とも出来る

Rubyが対応すれば？！

例



イメージ



RubyからApache Arrow
を使うことが出来るのか







前日にPRを出してマージ



red-data-tools/red-arrow



Rubyもデータ分析の仲間入り🎉



Apache Arrowを体験



検証内容
• Pythonで約2GのデータをCSV, Apache Arrowで
書き込みRubyでそれぞれを読み込む 

• 各フォーマットにおける書き込みと読み込みの時間
を計測して比較を行う



検証環境
• AWSのEC2インスタンスのt2.large 

• vCPU: 2, メモリ: 8G 

• Ubuntu: 16.04.2 LTS 

• Python: 3.6.2 

• Ruby: 2.4.1 

• Apache Arrow: 0.6.0



CSV (書き込み)



CSV (読み込み)



Apache Arrow (書き込み)



Apache Arrow (読み込み)



DEMO



結果
書き込み (秒) 読み込み (秒)

CSV 51.40 4.87

Apache Arrow 3.31 0.01

※2.3Gのデータをそれぞれ5回計測した平均を記載
http://hatappi.hateblo.jp/entry/2017/09/01/002458

http://hatappi.hateblo.jp/entry/2017/09/01/002458


Red Data Tools



Red Data Tools
• 株式会社クリアコードの須藤さんが2017年2月に
プロジェクトを設立 

• Ruby用のデータ処理ツールを提供することを目的
としたプロジェクト 

• 多くの言語が共通して使用できるApache Arrowを
使用することでRubyコミュニティーを超えて協力
する



活動内容
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Red Arrow
• Apache ArrowのRubyバインディング 

• Rubyバインディングの開発だけでなくApache 
Arrow本体の開発も行っている



活動内容

• Red Arrow 

• 既存gemのArrow化 

• 新しいツールを提供



SciRuby
• 科学技術計算、データ可視化用途のGem群の総称 

• Pythonでいうpandasにあたるdaruやnumpyにあ
たるnumo-narryなどがある 

• Gem間が独立していて連携 
が難しい



PyCall
• @mrknさんが作成されて
いるRubyとPythonのブリッ
ジライブラリ 

• Pythonで作成された既存
の資産を使うことが出来る
のでRubyでPythonのオブ
ジェクトを使用することが
出来る



既存gemのArrow化

SciRuby

PyCall

Apache Arrowに対応させることで 
既存のgemを使用してデータ分析をはじめられる



活動内容
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• 新しいツールを提供



新しいツールを提供
• red-data-tools/xtensor-arrow-glib 

• xtensorと呼ばれるC++で実装された多次元配列
を扱うライブラリのApace Arrow対応 

• red-data-tools/red-chainer 

• Python製の深層学習フレームワークのChainer
をRubyへポーティングしたもの



Chainerとは
• 株式会社Preferred Networks(PFI)が開発した深層学習フ
レームワーク 

• 国内産!! 

• Python製で柔軟性、直感的、高機能といった3つの特徴を
もっている 

• インストールが楽 pip install chainer 

• GPUも対応してる 
http://hatappi.hateblo.jp/entry/2017/07/29/135053

http://hatappi.hateblo.jp/entry/2017/07/29/135053


red-data-tools/red-chainer
• Chainerのクラスやパラメータの持ち方を参考にRubyで書
くことで0から作るよりもスムーズに作成することが出来る 

• Chainer本体へのフィードバックもしていく 

• Apache Arrowに対応したNumo::NArrayを使用すること
でApache Arrowに対応した深層学習フレームワークを実現
することが出来る

Red 
Chainer



Multi Layer Perceptron 
(MLP)

• パーセプトロンは複数の信号
を受け取り、ひとつの信号を
出力する 

• パーセプトロンはいくつも重
ねることが出来る。これを多
層パーセプトロンという



Red ChainerのMLP実装



Red Data Toolsの今後
• 引き続き既存のgemのAapche Arrowへの対応は行
う 

• red-chainerのような新しいツールの作成

Ruby間でデータ分析が 
出来るようになりたい



Red Data Toolsの今後
• Apache Arrow本体の開発の追従 

• Rubyバインディングの作成

Ruby間だけでなく言語も超えて協力して 
データ分析が出来るようになりたい



Apache Arrowに対応することで必要な部分から
Rubyを使ったデータ分析をはじめることが出来る

• Rubyで集めたデータをArrowに対応している
PandasやSparkに連携し分析した結果をRubyで
受け取ってRailsを使ったwebアプリで可視化 

• PandasやSpark部分を徐々にRubyへ移行するこ
とも出来る

Rubyが対応すれば？！

例



まとめ
• 軽量Rubyで集めたデータをRubyで分析が出来る
ようになればRubyだけで完結することが出来る 

• Apache Arrowに対応することで必要な部分から
Rubyでデータ分析をはじめることが出来る 

• Rubyでもデータ分析が出来る未来へ！


